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02
一　般　会　計 公営企業会計

特　別　会　計

会計別決算歳入の財政状況（普通会計）

●一般会計
歳　入	 115 億 8,194 万円
歳　出	 113 億 4,628 万円
繰　越　  2 億 3,566 万円
実質収支      2 億   938 万円
 

●簡易水道会計
歳　入	 13 億 4,828 万円
歳　出	 13 億 4,014 万円
繰　越	 10 万円
実質収支	 804 万円

●宅地造成事業会計
歳　入	 1,619 万円
歳　出	 2,054 万円
実質収支	 △ 435 万円

●下水道会計
歳　入	 15 億 7,711 万円
歳　出	 15 億 7,694 万円
実質収支	 17 万円

●農業集落排水会計
歳　入	 3,926 万円
歳　出	 3,900 万円
実質収支	 26 万円

●介護保険会計（事業勘定）
歳　入	 24 億　　80 万円
歳　出	 23 億 9,999 万円
実質収支　　　　　 81 万円

●介護保険会計（サービス勘定）
歳　入	 1,471 万円
歳　出	 1,347 万円
実質収支	 124 万円

●土地取得会計
歳　入	 35 万円
歳　出	 2 万円
実質収支	 34 万円

●国民健康保険会計（事業勘定）
歳　入	 29 億     28 万円
歳　出	 28 億 8,347 万円
実質収支	 1,681 万円

●国民健康保険会計（直診勘定）
歳　入	 1 億 4,010 万円
歳　出	 1 億 3,955 万円
実質収支	 55 万円

●後期高齢者医療会計
歳　入	 2 億 4,378 万円
歳　出	 2 億 3,992 万円
実質収支	 385 万円

●財産区会計
歳　入	 8,519 万円
歳　出	 1,891 万円
実質収支	 6,627 万円

依存財源 75.5%

自主財源 24.5%

 87億5,997万4千円
 90億 2,223万 6千円

 28億3,856万5千円
 28億 4,168万円

町税

使用料
手数料

諸収入

繰越金

その他

地方
交付税

町債

国庫
支出金

府
支出金

その他

18 億 2,129 万 4千円（15.7%）
18億 807 万 8千円（15.2%）

4 億 6,569 万 2千円（4.0%）
4億 7,286 万 5千円（4.0%）

2 億 5,554 万 3千円（2.2%）
2億 5,933 万 3千円（2.2%）

1 億 8,175 万 3千円（1.6%）
1億 4,992 万 8千円（1.3%）

1 億 1,428 万 3千円（1.0%）
1億 5,147 万 6千円（1.3%）

55 億 902 万 5千円（47.5%）
54億 553 万 6千円（45.6%）

13 億 8,969 万 4千円（12.0%）
14億 4,191 万 9千円（12.2%）

7 億 6,067 万 7千円（6.6%）
9億 1,842 万円（7.7%）

7 億 4,412 万 2千円（6.4%）
8億 5,802 万 3千円（7.2%）

3 億 5,645 万 6千円（3.0%）
3億 9,833 万 8千円（3.3%）

その他／地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株
式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得
税交付金・軽油引取税、地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

その他／繰入金、財産収入、
寄付金、分担金、負担金

●徴収率
税目 H24 H23
町民税 93.9％ 92.5％

固定資産税 89.3％ 89.1％
たばこ税 100.0％ 100.0％
軽自動車税 91.7％ 90.5％
都市計画税
（滞納分のみ） 16.0％ 5.2％

計 92.1％ 91.3％

歳
入
の
状
況
を
見
る
と
、
平
成
24

年
度
の
普
通
会
計
歳
入
総
額
は

１
１
５
億
９
８
５
３
万
９
千
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
２・
２
％
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
内
訳
は
、
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
「
自

主
財
源
」
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
24
・
５
％

と
前
年
度
と
比
較
し
０・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
金
額
に
つ
い
て
は
前
年
度
と
ほ

ぼ
横
ば
い
（
約
３
０
０
万
円
減
）
状
況
で
あ
り
、

依
然
と
し
て
財
政
基
盤
の
弱
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
要
の
町
税
に
つ
い
て
は
、
住
民

税
の
所
得
割
が
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
の
影
響

も
あ
り
、
約
４
９
７
０
万
円
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
固
定
資
産
税
（
家
屋
）
に
つ
い
て
は
、

評
価
替
え
の
影
響
も
あ
り
約
３
４
８
０
万
円
減

少
す
る
な
ど
町
税
全
体
で
は
約
１
３
２
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
の
徴
収
率
に
つ
い
て
は
、
町
税
全
体
で

92
・
１
％
の
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

と
比
較
し
０・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。

ま
た
現
年
分
、
滞
納
繰
越
分
別
に
見
る
と
、
滞

納
繰
越
分
が
前
年
度
比
で
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
の
収
入
の
約
８
割
近
く
を
占
め
る

依
存
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
の
経
済
対
策
に
よ

る
交
付
金
の
終
了
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
な

ど
の
補
助
金
が
減
少
す
る
な
ど
、
全
体
で
約

２
億
６
２
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
、
国
・
府

の
動
向
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

H24

H23

H24
H23

平
成
24
年
度
　
与
謝
野
町

決
算

２
億
９
３
８
万
円
の
黒
字
（
一
般
会
計
）

平
成
24
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
比
１
・
99
％
減
の
１
１
５
億
８
１
９
４
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源

分
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
２
億
９
３
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
特
別
会
計
も
宅
地
造
成
事
業
特

別
会
計
を
除
き
、
全
て
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
は
、
土
地
売
払
収
入
が
未
収
入
と
な
っ

た
も
の
で
、
平
成
25
年
度
で
収
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
下
水
道
特
別
会
計
を
除
く
全
て
の
会
計
は
、

９
月
議
会
に
お
い
て
決
算
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
下
水
道
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

特集特集 -決算

※普通会計とは、一般会計・土地取得特別会計を純計したものと、簡易水道特別会計の一部を計上したものです。

※　端数整理のため表内計が一致

しないものがあります。

※１　損益計算による損失につい

ては資本剰余金で補てんし

ています。

※２　資本的収支不足は、過年度

分損益勘定留保資金、当年

度分損益勘定留保資金およ

び消費税資本的収支調整額

で補てんしています。

 普通会計歳入総額　115 億 9,853 万 9 千円 （町民１人当たり 49 万 528 円）

●町税額 ●町税の内訳
税目 H24 H23 差額 前年度比
町民税 8億1,426万9千円 7億6,993万8千円 4,433万1千円 5.8％

固定資産税 8億959万5千円 8億4,225万4千円 -3,265万9千円 △3.9％
たばこ税 1億3,984万7千円 1億3,943万1千円 41万6千円 0.3％
軽自動車税 5,754万9千円 5,644万2千円 110万7千円 2.0％
都市計画税
（滞納分のみ） 3万4千円 1万3千円 2万1千円 161.5％

計 18億2,129万4千円 18億808万8千円 1,321万6千円 0.7％

H24　18 億 2,129 万 4千円

H23　18 億 808 万 8千円

15 181716 19
  億円

前年比 0.7% 増

●水道事業会計
◎収益的収支（水道料等）
営業収益	 1 億 5,261 万円
事業費用	 1 億 7,870 万円
損益計算により　　△ 2,904 万円
◎資本的収支（施設建設等）
資本的収入	 65 万円
資本的支出	 1 億   809 万円
差　　引	 1 億   744 万円　 

※2 

　 

※1 

01
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目　的　別　内　訳

性　質　別　内　訳

　

 
預金（基金残高 49 億 5,034 万円）

お金の使
い道です

歳出の財政状況（普通会計）借金と預金

H24
H23

第13 位 災害復旧費
238 万 9 千円

林業用施設災害復旧
事業

第10 位 議会費
1 億 3,048 万 9 千円

議員報酬・期末手当
等、議会広報事業な
ど

第８位 農林水産業費
3億7,767万3千円

京野菜こだわり産地支
援事業、農業用施設整
備事業、災害に強い
森づくり事業、有害
鳥獣対策事業など

第７位 消防費
7億3,808万円

宮津与謝消防組合負担
金、防災行政無線施設
整備事業、全国消防操
法大会出場事業、地域
防災計画策定事業など

第 11 位 労働費
8,933万1千円

緊急雇用対策事業、
住宅改修助成事業、
住民生活に光をそそ
ぐ交付金事業など

①繰出金／下水道・簡易水道・介護保険・
　国民健康保険などの特別会計への繰出金

②人件費／職員給与・議員報酬・各種委員
　報酬など

③物件費／賃金・旅費・備品購入費・委託料・
　消耗品費・修繕料など

④公債費／借金の返済元利金

⑤扶助費等／児童手当、乳児医療費・老人
　医療費、障害者自立支援給付費・老人ホー
　ム入所措置費など

⑥補助費等／宮津与謝消防組合への負担金、　
　自治振興補助金、地方バス路線・ＫＴＲ経
　営対策補助金、各種団体への補助金など

⑦投資的経費／有線テレビ拡張事業、阿蘇
　シーサイドパーク整備事業、町道新設改
　良事業などの建設費や災害復旧事業費

⑧その他／貸付金、基金への積立金、維持
　補修費など

第9 位 商工費
3億7,313万9千円

産業振興事業、地域
総合整備資金貸付事
業、クアハウス岩滝
管理運営事業など

第６位 衛生費
9億7,816万9千円

健康診査事業、子宮頸
がんワクチン等接種事
業、地球温暖化対策事
業、一般廃棄物処理委
託事業など

第４位 土木費
13 億 6,313 万円

除雪対策事業、道路
新設改良事業、河川
改修事業、耐震診断
補助事業、都市公園
整備事業など

第５位 教育費
10億7,262 万5千円

適応指導教室事業、
小学校施設整備事
業、中学校施設整備
事業、地区公民館整
備事業など

第３位 総務費
14億928 万6千円

住民自治活動支援事
業、高齢者片道上限
200円レール事業、
町営バス運行事業な
ど

第２位 公債費
16億3,655 万6千円

借金の返済

第１位 民生費
31 億 7,587 万円

地域福祉空間整備事
業、障害福祉サービス
事業、子育て支援医療
事業、つながるこころ
ささえる事業など

平
成
24
年
度
の
町
債

（
借
金
）
残
高
は
、

一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
あ
わ
せ
て

３
３
４
億
５
１
７
７
万
円
で
、

前
年
度
か
ら
２
９
２
６
万
円

の
増
額
と
な
り
、
町
民
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約

１
４
１
万
円
の
借
金
を
抱
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
簡
易

水
道
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
か
ら
３
億
７
０
６
６
万

円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
会
計
に
つ
い
て
は
、
借

入
残
高
は
若
干
減
少
傾
向
に
あ

19 億 9,636 万 7千円
18億 5,205 万 1千円

16 億 3,655 万 6千円
16億 7,817 万 9千円

11 億 328 万 8千円
14億 3,741 万 7千円

14 億 839 万 8千円
13億 7,259 万 4千円

17 億 31 万円
18億 2,534 万 9千円

18 億 4,678 万 3千円
18億 8,853 万 5千円

11 億 8,951 万円
12億 4,279 万 2千円

4 億 8,606 万 9千円
3億 1,238 万 4千円

④公債費

⑦投資的
経　費

③物件費

⑥補助費等

⑧その他

り
ま
す
。
簡
易
水
道
特
別
会
計

の
増
加
は
、
平
成
28
年
度
の
上

水
道
統
合
へ
向
け
た
施
設
整
備

に
よ
り
、
新
加
悦
配
水
施
設
新

設
工
事
、
岩
屋
浄
水
場
改
良
工

事
な
ど
に
対
し
て
町
債
を
発
行

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
に
、
貯
金
に
あ
た

る
基
金
で
す
が
、

平
成
24
年
度
当
初

予
算
で
は
、
財
政
調
整
基
金
を

２
億
円
取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
ら

な
い
収
支
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
取
り
崩
す
こ
と

な
く
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
基
金
全
体
で
は
、
平
成
24
年

度
に
５
億
２
８
２
９
万
円
を
積

み
増
し
す
る
こ
と
が
で
き
、
年

度
末
残
高
は
49
億
５
３
０
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
積
立
の
中
に
は
、
交
付

税
逓
減
対
策
と
し
て
減
債
基
金

に
３
０
０
０
万
円
、
今
後
の
設

備
投
資
に
備
え
有
線
テ
レ
ビ
放

送
等
施
設
基
金
に
３
７
０
０
万

円
、
前
述
の
上
水
道
統
合
後
の

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
簡

易
水
道
財
政
調
整
基
金
に
２
億

円
な
ど
後
年
度
の
負
担
に
対
す

る
対
策
と
し
て
計
画
的
に
積
立

て
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

39 億 6,804 万円

44 億 2,475 万円

49 億 5,304 万円

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度

■特定目的基金の主な増減
＜地域振興基金＞
合併特例債を活用し、1億7,600万円積み立て
＜有線テレビ放送等施設基金＞
将来必要となる設備投資に向け、3,700万円を積み立て

＜天橋立岩滝温泉活用基金＞
　クアハウス岩滝の維持補修の財源として、1,300万円取
　り崩し

■特別会計基金の主な増加要因
＜簡易水道特別会計財政調整基金＞
2億円を財政調整分として積み立て
＜介護保険事業基金＞
収支不足分500万円を取り崩し

6億 786 万円

16 億 8,136 万円

8億 1,367 万円

10 億 3,831 万円

18 億 3,298 万円
20 億 3,279 万円

3億 878 万円 3億 881 万円 3億 3,886 万円

13 億 7,004 万円 14 億 6,929 万円 15 億 4,308 万円

特集 - 決算 特集 - 決算

 普通会計歳出総額　113 億 6,728 万 1 千円 （町民１人当たり 48 万 748 円）

②人件費

①繰出金

⑤扶助費

町民１人当たり　借金 141 万 4,800 円　預金 20 万 9,475 円

借金（町債残高 334 億 5,177 万円）

企業会計
９億 3,867 万円

（前年比 4,554 万円減）

水道事業会計

特別会計
182 億 4,747 万円

（前年比 1 億 4,639 万円増）

国民健康保険特別会計
933 万円
農業集落排水特別会計
2 億 9,068 万円

下水道特別会計
116 億 4,640 万円

簡易水道特別会計
63 億 106 万円

一般会計
142 億 6,563 万円

（前年比 7,159 万円減）

その他事業
44 億 7,997 万円

臨時財政対策債事業
52 億 8,995 万円

合併特例債事業
44 億 9,571 万円

臨時財政対策債／本来地方交付税で国が交付すべきものを、町が代わりに一
時的に借金をしてまかなっているもの。返済のためのお金は、翌年度以降国
から交付される地方交付税で補てんされます。

合併特例債／合併後の地域振興や旧地域間の格差是正などの名目で起債でき
る地方債。合併年度およびこれに続く15ヵ年度に限り、その財源として借
り入れることができる地方債であり、事業費の95%に充当でき、元利償還
の7割は交付税措置となります。

※

※

特別会計基金
特定目的基金
減債基金
財政調整基金

前年から 5 億 2,829 万円増加

第12 位 諸支出金
2,054万4千円

宅地造成事業公有財
産購入費
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経常収支比率と財政力指数

経常収支比率と財政力指数普通会計決算を
一般家庭の家計簿に例えると…

町
の
財
政
状
況
を
分

析
す
る
上
で
最
も

基
本
と
な
る
指
標

が
財
政
力
指
数
で
す
。
こ
の

比
率
が
「
１
」
に
近
い
ほ
ど

財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ

ま
す
が
、
与
謝
野
町
の
財
政

力
指
数
は
３
ヵ
年
平
均
で
０
・

３
2
と
な
り
、
前
年
度
と
同

ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　

過
去
５
年
間
を
見
る
と
、

ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
グ
ラ
フ
の
と
お
り
京

都
北
部
の
近
隣
市
町
村
に
お

い
て
も
同
様
の
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
の
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
が

「
経
常
収
支
比
率
」
で
す
。
与

謝
野
町
の
平
成
24
年
度
決
算

に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
は

前
年
度
か
ら
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
、
87
・
３
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
分
母
を

構
成
す
る
普
通
交
付
税
が
伸

び
た
も
の
の
、
年
々
増
加
す

る
扶
助
費
や
経
常
一
般
財
源

が
大
半
を
占
め
る
繰
出
金
の

増
が
主
な
要
因
と
な
り
悪
化

し
て
い
ま
す
。

■近隣市町の経常収支比率の推移

　経常収支比率とは財政構造の弾力性
を判断するための指標で、町税、交付
税のように使途が特定されず毎年度経
常的に収入される財源（経常一般財
源）のうち人件費、扶助費、公債費の
ように毎年度経常的にに支出される経
費（経常経費）に充当されたものが占
める割合です。

近隣市町の経常収支比率 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度
 宮津市 92.3 91.1 86.8 91.4 93.1
 伊根町 89.9 86.1 84.8 85.8 87.7
 与謝野町 94.8 90.0 85.2 87.0 87.3
 京丹後市 95.1 92.5 89.7 90.7 90.6

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度平成 21 年度平成 20 年度

■近隣市町の財政力指数の推移

　財政力指数は地方公共団体の財政力を示す
指数として用います。財政力指数が高いほど
自主財源の割合が高いことを示し、財源に余
裕があることになります。財政力指数が単年
で１を超える場合には、自立して財政運営で
きることを示し、普通交付税の不交付団体と
なります。

近隣市町の財政力指数 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度
 宮津市 0.48 0.47 0.44 0.42 0.41
 伊根町 0.14 0.13 0.12 0.12 0.12
 与謝野町 0.36 0.36 0.34 0.32 0.32
 京丹後市 0.39 0.37 0.37 0.35 0.33

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度平成 21 年度平成 20 年度

特集 - 決算 特集 - 決算

宮津市

京丹後市

与謝野町
伊根町

宮津市

京丹後市
与謝野町

伊根町

支　出
まちの普通会計決算

（単位 : 千円）
年間の家計に例えると

（単位 : 千円）  今年   去年
義
務
的
経
費

人件費 1,846,783
食費、
医療費、
ローン返済等

778 796
扶助費 1,408,398 594 578
公債費 1,636,556 690 707

投資的経
費 ･維持
補修費

1,143,742
家の増改
築・修繕、
車等の購入

482 611

補助費・
繰出金等 3,381,340 子どもへの

仕送り等 1,425 1,338

積立金 250,152 預金積立 105 92

物件費 1,700,310
光熱費・
日用生活
品等

717 769

支出計 11,367,281 支出計 4,791 4,891

収　入
まちの普通会計決算

（単位 : 千円）
年間の家計に

例えると（単位 : 千円）

自
主
財
源

町税、
使用料
等

2,818,151
給料・
パート
収入等

  今年   去年

1,188 1,169

基金取
り崩し 20,414 預金引

き出し 9 28

依
存
財
源

地方交付
税、国・府
支出金等

7,370,280
祖父母
からの
仕送り
等

3,106 3,195

町債の
発行 1,389,694 ローンの

借入金 586 608

収入計 11,598,539 収入計 4,889 5,000

　家の増改築等の新たな投資を控え昨年から21.1%
減少させた他、光熱水費なども節約に努め 6.8% 減
少させた結果、預金積立を昨年より 14.1％増加さ
せることができました。
  しかしながら、子どもへの仕送りは 6.5%増加し、
家計の大きな負担となっています。

　収入では、給料・パート収入等が前年度から若
干増加していますが、預金の引き出し、祖父母か
らの仕送りや、ローン借り入れも減少しているため、
全体では前年度から2.2％収入が減少しています。

金額が大きく、使われる用語も難しい決算の内容。わかりやすく説
明するため、平成 23 年度普通会計決算を年収が 500 万円の「よさ
のさん」の家計に置き換えて、平成 24 年度決算を説明します。

繰越金
まちの普通会計決算

（単位 : 千円）
年間の家計に例えると

（単位 : 千円） 今年 去年

繰越明許費 26,275 クレジットカード
引き落とし確定額 11 46

財政調整基
金積立金 104,691 預金積立 45 32

翌年度繰越金 105,027 残金 44 31

よさのさんの
家計簿を見てみま
しょう

よさの家 １年間の家計簿

未収入金等
まちの普通会計決算

（単位 : 千円）
年間の家計に例えると

（単位 : 千円） 今年 去年
未収入金等 4,735 売掛金 2 0

　80 ％ を 超 え
ると弾力性を失
いつつあると考
え ら れ て い ま
す。



◎
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ　
上
限
２
０
０
円
バ
ス　

 

運
行
開
始
か
ら
１
ヵ
月 

―

あ
な
た
は
も
う
乗
り
ま
し
た
か
？

　
丹
後
海
陸
交
通
が
運
行
す
る

路
線
バ
ス
（
丹
海
バ
ス
）
が
10

月
１
日
か
ら
上
限
２
０
０
円
の

低
額
と
な
っ
て
１
ヵ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
大
変
好
評

の
２
０
０
円
バ
ス
。
あ
な
た
は

も
う
乗
っ
て
み
ま
し
た
か
。
ま

だ
乗
っ
て
い
な
い
と
い
う
方
、

お
得
に
な
っ
た
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

バ
ス
の
方
が
安
い

　
遠
く
に
出
か
け
る
と
き
は
マ

イ
カ
ー
よ
り
バ
ス
の
方
が
お
得

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
与
謝
～
与
謝
の
海

病
院
は
ガ
ソ
リ
ン
代
が
２
４
０

円
（
10
㎞
／
Ｌ
、
１
６
０
円
／

Ｌ
で
試
算
）
か
か
り
ま
す
が
、

バ
ス
な
ら
２
０
０
円
で
す
。

丹後全域３つの
200 円ゾーンで運行中！

バスでお出かけしませんか

200円バス利用案内
●伊根・宇川温泉日帰りツアー
　10月１日から宇川温泉へのバスの乗り入れが
始まりました。伊根湾めぐり・宇川温泉日帰りツ
アーでゆったりすごしてみませんか？
●モデルコース紹介

【与謝】　8：00発（与謝線）
【傘松ケーブル下】　8：51着（400円）
　おみやげ・朝食など（滞在時間：32分）
　9：23発（伊根線に乗り換え）

【伊根湾めぐり・日出】　9：50着（200円）
　10：00～ 10：25　伊根湾遊覧船
　10：33発（経ヶ岬線）　

【宇川温泉よし野の里】11：34着（200円）
　昼食、ゆったり温泉など（滞在時間：2時間56分）
　14：30発（経ヶ岬線）

【与謝の海病院】16：09着（200円）
　16：20発（与謝線に乗り換え）

【与謝】17：12着（200円）

●町内での日常利用に！
●ＫＴＲ野田川駅へ

【最寄りのバス停】～【野田川駅前】
あかまつ・あおまつが好評のＫＴＲ。列車をご利用
の際は200円バスで駅まで！

●阿蘇シーサイドパークグラウンド・ゴルフ場へ
【最寄りのバス停】～【岩滝】（徒歩２分）
９月23日から利用開始されたグラウンド・ゴルフ
場です。大会などに参加の際は200円バスで！

●クアハウス岩滝へ
【最寄りのバス停】～【クアハウス岩滝】
丹海バスでお越しの方には割引などのサービスが
あります。運転手から割引券を受け取りフロントへ。

●加悦ＳＬ広場・大江山運動公園へ（福知山線・与謝線）
【最寄りのバス停】～【ＳＬ広場西】徒歩５分
滝グラウンド・ゴルフ場へもこちらからどうぞ！
※SL広場西バス停は旧国道沿いにあります。

!?

07 平成 24 年度　下水道特別会計決算不認定

特集 - 決算

平
成
24
年
度

下
水
道
特

別
会
計
決

算
は
、
広
報
よ
さ
の
８

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
下
水
道

受
益
者
負
担
金
等
の
徴

収
に
お
い
て
適
切
な
事

務
処
理
が
行
え
て
お
ら

ず
、
多
額
の
不
納
欠
損

処
分
が
発
生
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
議
会
審

議
の
結
果
、
賛
成
少
数

に
よ
り
不
認
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、

今
回
の
決
算
不
認
定
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
今

後
こ
の
よ
う
な
事
案
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
、

職
員
一
同
全
力
で
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
件
で
町
民

の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
、
不
公

平
感
を
も
た
ら
し
た
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
重
ね

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

                 特別職の給与の減額についてお知らせします

●給与の減額
  下水道受益者分担金等の徴収事務について、この度、
多額の不納欠損処分を行うこととなったことに関し、
その責任を明確にするため、次のとおり与謝野町長お
よび副町長の給与の減額を行うこととしました。

町　長　減給　100 分の 10　6 ヵ月　
副町長　減給　100 分の  5　６ヵ月　
　これにより、すでに実施した７月から９月の３ヵ
月間に、10 月から来年 3 月までの 6 ヵ月間を加え、
9 ヵ月間の減給となります。

決
算
意
見
書
か
ら
抜
粋

●
総
括

　
平
成
24
年
度
は
、
与
謝
野
町

合
併
か
ら
７
年
目
、「
第
１
次

与
謝
野
町
総
合
計
画
」
前
期
基

本
計
画
お
よ
び
「
行
政
改
革
大

綱
」の
仕
上
げ
の
年
と
な
っ
た
。

  

地
方
産
業
の
長
期
不
況
に
加

え
、
国
の
重
な
る
施
策
変
換
な

ど
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
財
源

確
保
が
非
常
に
困
難
と
な
っ
て

い
る
中
、
計
画
に
掲
げ
た
施
策・

事
業
は
適
切
に
行
え
て
い
る

か
、
ま
た
、
そ
の
投
資
効
果
が

上
が
っ
て
い
る
か
を
中
心
に
審

査
し
た
。

  

総
合
計
画
基
本
計
画
の
４
つ

の
ま
ち
づ
く
り
基
本
理
念
に
向

け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標
ご

と
の
事
業
は
、
お
お
む
ね
計
画

的
・
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
こ
れ
に
到
達
し
よ
う

と
す
る
努
力
の
跡
も
伺
え
た
。

　
「
与
謝
野
町
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
」
の
制
定
や
「
与
謝

野
町
議
会
懇
談
会
」、「
す
こ
や

か
子
育
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の

開
催
な
ど
は
、
協
働
で
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
し
て
評
価
し
た
い
。

　
一
方
、
ち
ょ
う
ど
１
年
前
に

発
覚
し
た
職
員
の
収
賄
事
件

は
、
町
民
の
行
政
に
対
す
る
信

頼
を
裏
切
る
あ
ま
り
に
も
卑
屈

な
も
の
で
、
誠
に
残
念
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
全
町
機
能
を

挙
げ
て
、
徹
底
し
た
再
発
防
止

策
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
。

◆
下
水
道
特
別
会
計
（
抜
粋
）

　
本
年
度
に
お
い
て
特
筆
す
べ

き
は
、下
水
道
受
益
者
分
担
金・

負
担
金
の
不
納
欠
損
処
分
の
件

で
あ
る
。
特
環
に
お
い
て
は
、

１
６
２
名
、
２
１
６
３
万
２
６

３
０
円
、
公
共
は
42
名
、
５
０

３
万
１
６
２
６
円
、
計
２
０
４

名
、
２
６
６
６
万
４
２
５
６
円

の
多
人
数
・
多
額
に
つ
い
て
不

納
欠
損
処
分
を
行
っ
た
。

　
破
産
手
続
き
に
よ
り
即
時
消

滅
し
た
も
の
１
件
以
外
は
す
べ

て
５
年
間
の
消
滅
時
効
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
極
め
て
残
念
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

滞
納

と
な
ら
な
い
よ
う
早
い
時
期
で

の
徴
収
努
力
を
払
う
は
も
と
よ

り
、
時
効
を
中
断
さ
せ
る
手
続

き
を
踏
む
な
ど
、
徹
底
し
た
対

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

  

あ
わ
せ
て
、
今
町
民
が
抱
い

て
い
る
不
公
平
感
・
疑
惑
に
対

す
る
十
分
か
つ
て
い
ね
い
な
説

明
付
け
を
求
め
た
い
。

◆
最
後
に
（
抜
粋
）

　
監
査
委
員
が
指
摘
し
た
事
項

に
つ
い
て
是
正
・
改
善
の
努
力

が
伺
え
る
。
当
該
指
摘
に
つ
い

て
、
全
職
員
が
問
題
意
識
を
共

有
し
、
単
に
指
摘
を
受
け
た
所

管
課
の
是
正
・
改
善
に
と
ど
ま

る
の
で
は
な
く
、
類
似
す
る
事

例
・
事
案
に
つ
い
て
検
証
し
、

積
極
的
に
改
善
の
範
囲
を
広
げ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　
多
額
の
基
金
を
繰
替
運
用
に

有
効
活
用
し
、
一
時
借
入
金
を

抑
え
て
い
る
。
財
政
指
数
の
上

で
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
評
価

し
た
い
。

　
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
法

令
・
制
度
を
学
ぶ
「
机
上
の
勉

強
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
町

民
に
接
し
た
り
、
信
頼
を
得
る

た
め
の
「
心
の
勉
強
」
も
心
掛

け
ら
れ
た
い
。

89　広報よさの  NOVENBER 2013

与謝線・伊根線の最寄りの
バス停から乗車できます



平成 25 年度全国統一防火標語 「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」

がんばってます！消防団 編集 ● 予防指導員

未来のために　安心・安全　まちづくり 
　　　～与謝野町消防防災フェア 2013 ～

　「未来のために　安心・安全　まちづくり」をテーマに「与
謝野町消防防災フェア 2013」を 9 月 29 日、野田川わーくぱ
るで開催しました。
 　与謝野町消防団発足以来 2 年に一度開催する取り組みと
なったこのイベントは、与謝野町、宮津与謝消防組合、社団法
人京都府ＬＰガス協会宮津与謝支部、福知山自衛隊第 7 普通
科連隊などのご協力をいただき実施したものです。
　汗ばむような秋晴れのもと、400 人以上の来場者でにぎわ
いを見せました。

　わーくぱる館内 1 階では、子どもたちが応募したポ
スターと標語が掲示されたほか、住宅火災警報器やＬＰ
ガスの安全についての啓発が行われるとともに、市販防
災グッズの展示即売や消防署と自衛隊でそれぞれ支援さ
れた東日本大震災の活動写真の展示が行われました。
　また、救急コーナーでは、消防団員の指導による心肺
蘇生や AED の体験コーナーも開設されました。
　わーくぱる館内２階にはキッズコーナーを設け、災害
時に必要なことを学びながら楽しめる「防災カルタ」や
消防アニメの上映、消防にまつわる「ぬりえ」で子ども
たちは楽しみながらも消防に触れる機会となりました。
　多目的広場には、起震車による地震体験・煙体験・消
火体験ブースを設けたり、消防署員と消防団員合同での
実際の車両を使った本番さながらのレスキュー活動が実
演されると、会場の親子連れは真剣な面持ちで見守って
いました。

かや山の家をご利用ください！
　古式ゆたかな民家の趣を取り入れたユニークな建物
で、手ごろな費用で気軽にご利用いただける宿泊施設です。
　地元で獲れた猪肉を使用した牡丹鍋は好評です。町民
の皆様のご利用をお待ちしています。
【問い合わせ】　かや山の家
　　　　　　　☎ 43-0860    ＦＡＸ 43-0865　

　　　　第 29 回写真丹後展
【事業名】　平成 25年丹後文化芸術祭
【日　時】　11月 15 日（金）～ 17日（日）
　　　　　午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）

【会　場】　京丹後市峰山地域公民館　２Ｆ展示コーナー
【入場料】　無料
【問い合わせ】　京都府丹後文化会館　　☎ 0772-62-5200

左上／本番さなが

らのレスキュー活

動　右上／防災カ

ルタで遊ぶ子ども

たち　左下／消防

ポスター＆標語展

示　右下／消化体

験をする子ども

　また、福知山自衛隊によるカレーライスのたき出し訓
練も行われ来場者はおいしいカレーライスに舌鼓を打っ
ていました。この日のカレーライスは好評につき完食と
なりました。
　消防車と救急車の展示コーナーは、子どもたちに大人
気で、終始にぎわい、未来の消防団員らが展示車両に目
を輝かせていました。

未来の消防団員集まる！！

消防防災について学びました

健やか広場　　節塩生活を送りましょう

緒
に
体
外
に
出
す
作

用
が
あ
り
ま
す
。
カ

リ
ウ
ム
は
、
果
物
・

野
菜
類
・
芋
類
の
食

品
に
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
食
物
繊

維
を
多
く
含
む
食
品

は
、
か
ぼ
ち
ゃ
や
ご

ぼ
う
な
ど
の
野
菜
類
、

お
か
ら
や
き
な
粉
、

大
豆
製
品
、
芋
類
が

あ
り
ま
す
。

　

果
物
や
野
菜
類
、

芋
類
な
ど
、
カ
リ
ウ

ム
と
食
物
繊
維
を
両

方
含
む
も
の
も
あ
り

　
皆
さ
ん
は
食
事
を
す
る
時
に
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。「
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
」「
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
」
な
ど
が
あ

る
中
、「
塩
分
に
気
を
つ
け
て
い
る
」
と
言
わ

れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
塩
分
の
体
で
の
役
割
は
、
体
液
の
塩
分
濃

度
の
調
整
や
、
栄
養
素
の
消
化
吸
収
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
と
り

過
ぎ
る
と
血
圧
や
腎
臓
、
心
臓
に
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
、
適
量
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
塩
分
の
適
量

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
１
日
の
塩
分
摂
取
量

を
男
性
9
ｇ
未
満
、
女
性
７・
５
ｇ
未
満
と

定
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
は
、
男

性
で
11
・
4
ｇ
、
女
性
で
９・
６
ｇ
（
平
成

　　　デジアナ変換終了のお知らせ
　ブラウン管テレビ等のアナログ放送受信機でデジアナ
変換放送を視聴されているご利用者は、地上デジタル放
送視聴環境へお早めにご対応をお願いします。 

デジアナ変換放送終了予定日
平成２7年３月末で終了（約１年 5ヵ月後）

【問い合わせ】加悦地域振興課 CATV 係　☎ 43-2378

　　　 京都府野田川ユースセンター
　ユースセンターはフォレストパーク内の緑豊かな小高い丘
の上に建つ、ペンション風のモダンな施設です。宿泊・研修
の場、そして併設の音楽ホールではコンサートやパーティー
会場として多くの皆様にご利用いただいています。
　施設利用はすべて予約での対応となります。

【問い合わせ】　京都府野田川ユースセンター　☎ 42-2000

調味料 加工食品

濃口しょうゆ ７ｇ（小さじ 1強）ちくわ 50ｇ（1／ 2本）
薄口しょうゆ ６ｇ（小さじ１） かまぼこ 40ｇ（1㎝厚さ2切）
甘みそ 16ｇ（大さじ 1弱）はんぺん 67ｇ（2／ 3枚）
辛みそ ８ｇ（小さじ１強）ハム 40ｇ（2枚）
固形コンソメ ２ｇ ウィンナー 50ｇ（3本）

表：塩分１ｇを含む調味料・加工食品

23
年
度
国
民

健
康
・
栄
養

調
査
結
果
よ

り
）
と
基
準

値
を
オ
ー

バ
ー
し
て
お

り
、
日
本
人

全
体
で
塩
分

を
と
り
過
ぎ

て
い
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

◆
調
味
料
や

加
工
食
品

に
含
ま
れ

る
塩
分
量

　
普
段
の
食

事
で
使
用
さ

れ
る
調
味
料
や
加
工
食
品
に
ど
れ
だ
け
の
塩

分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
意
識
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。
塩
分
１
ｇ
が
含
ま
れ
る
調
味
料

や
加
工
食
品
の
分
量
を
表
に
示
し
ま
し
た
。

　
塩
分
の
多
い
食
品
と
わ
か
っ
て
い
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
塩
分

を
と
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
寒

く
な
る
季
節
、
お
で
ん
や
鍋
な
ど
で
練
り
製

品
な
ど
の
加
工
食
品
を
使
う
機
会
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
。「
塩
分
１ｇ
」
の
量
を
実
感
し

て
、
無
意
識
の
と
り
過
ぎ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
塩
分
を
体
外
に
排
出
す
る

　
働
き
の
あ
る
食
べ
物

　
カ
リ
ウ
ム
や
食
物
繊
維
は
、
身
体
の
中
の

余
分
な
塩
分
を
尿
や
便
な
ど
の
排
泄
物
と
一

ま
す
。
普
段
か
ら
積
極
的
に
と
る
よ
う
に
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
節
塩
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

●
麺
類
の
汁
は
全
部
飲
ま
な
い　
　

●
「
か
け
て
食
べ
る
」
よ
り
「
つ
け
て
食
べ

　
る
」
よ
う
に
す
る　
　

●
酸
味
、
香
辛
料
、
香
味
野
菜
な
ど
を
上
手

　
に
使
用
す
る

●
揚
げ
る
、
焼
く
な
ど
の
調
理
方
法
で
、
香

　
ば
し
さ
を
出
す

●
献
立
の
中
の
１
品
は
味
を
し
っ
か
り
つ
け    

   

て
他
を
薄
味
に
し
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

　
普
段
の
食
事
の
味
を
薄
味
に
変
え
て
い
く

こ
と
は
、
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

心
が
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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①さつまいもはラップに包んで電子レンジで柔らかくなるまで加熱
し、食べやすい大きさに切る。

②きゅうりは太さの半分までななめに細かく切り目を入れ、半回転させて
同じように切り目を入れて蛇腹に切り、一口大に切る。

③Aを小鍋に入れて火にかけ、沸騰したらBでとろみをつけて冷ます。
④りんごは、皮と芯を除いてすりおろし、③に加え混ぜ、①②を加えてさっ
くりと混ぜ合わせる。

さつまいもときゅうりの
りんご酢和え

●簡単レシピ紹介

料理写真

　  材　料（２人分）
さつまいも　50ｇ
きゅうり　　60ｇ
　　だし　　大さじ 2/3

Ａ　酢　　　大さじ 2/3
　　砂糖　　小さじ 2/3
　　塩　　　少々

Ｂ
　片栗粉　小さじ 1/3
　　水　　   小さじ 1強
りんご　　　25ｇ

1 人分エネルギー 53kcl　塩分 0.3g



ゆっくりお風呂はいかが

A L T リレーコラム  ［ 第 30 回  着物について   by ケンドラ・マクダフィ］	 COLUMN　 図書館へ行こう！		  BOOKS

秋も深まり、肌寒くなってくる時期です。冷えた体を温めるには 
お風呂が一番。お風呂に関するおすすめの本を紹介します。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『作家と温泉  お湯から生まれた   
 27 の文学』　
草彅洋平／河出書房新社 

　夏目漱石と道後温泉、志賀直哉と城崎温
泉といった作家と全国の名湯との味わい深
いエピソードをお風呂でなごむ文豪たちの
写真などとあわせて紹介しています｡普段
の文豪の姿が垣間見え、その魅力に触れら
れる１冊です。

『おふろ』　
新井洋行 ／偕成社 

　「せっけんさーん」「しゃんぷーさーん」
呼びかけると、つぎつぎにやってくるのは、
おふろにはいるときに、かならず使うもの
たち。みんなそろって楽しいお風呂の時間
が始まりますよ。ほかにシリーズで『れい
ぞうこ』『おしいれ』『ひきだし』がありま
すのでこちらも読んでみてください。

『おふろのなかではっくしょん』
矢崎節夫 ・高畠純 ／フレーベル館 

  ゆみが、はじめてひとりでお風呂に入ろ
うとすると､｢はっくしょん !｣と ､お風呂
の中からくしゃみが聞こえます。
　「いい気もちだな」という声がするので、
そうっと、ふたをあけると､びっくり ! お
風呂の中からあらわれたのはなにだったで
しょうか？

一般書 ●『丹後丹波BOOK』大人組編集
部編／株式会社ゆめディア　●『教室内
（スクール）カースト』鈴木翔／光文社
　●『木の実の呼び名事典』亀田龍吉／世

界文化社　●『絵手紙の年賀状　2014年版』絵手紙い
ずみの会／日貿出版社　●『吹部！』赤澤竜也／飛鳥新
社　●『ゼツメツ少年』重松清／新潮社　●『さわらび
の譜』葉室麟／角川書店　●『そして父になる』是枝裕
和／宝島社　●『黒田官兵衛その生涯』不破俊輔／明日
香出版社　●『軍医が見た戦艦大和』祖父江逸郎／角川
書店　●『11／ 22／ 63　全２巻』スティーヴンキン
グ／文藝春秋
児童書 　●『どろぼうがっこうだいうんどうかい』か
こさとし／偕成社　●『でんしゃがきた』竹下文子／偕
成社 ●『コミック版三国志英雄伝　全4巻』加来耕三
／ポプラ社　●『おかし』なかがわりえこ・やまわきゆ
りこ／福音館書店　●『おいしいほしがき　ばあちゃん
とつくったよ』ひさかたチャイルド　●『おしゃれさん
の茶道はじめて物語』永井郁子／淡交社　●『かるた大
会で勝つ！「百人一首」上達のポイント50』全日本か
るた協会／メイツ出版　●『どんぐりカプセル』市川宣
子／講談社　●『まちのおばけずかん』斉藤洋／講談社 
●『ドキドキッズ小学校 1時間目』川北亮司／文溪堂 
●『妖狐ピリカ・ムー』那須田淳／理論社

今月の
新着図書

『ハッピーバスタイム　
 お風呂がもっと好きになる』
吉沢深雪 ／大和書房 　
　なかなか温泉には行けないけれど、お風
呂でリラックスタイムというのはいかが？
手作りの入浴剤や、お肌をツルツルにする
方法、バスルームの模様替えなど、もっと
お風呂を楽しむためのアイディアをかわい
らしいイラストとともに提案しています。

　　図書館での職場体験　頑張りました！

図書館おはなし会　　
＜本　館＞　クリスマスおはなし会
　　　　　　12 月 1 日（日）　午後２時～
＜加　悦＞　12 月 14 日（土） 午前 10 時 30 分～
＜野田川＞　クリスマスおはなし会
　　　　　　12 月 21 日（土）午後２時～

Topics

　今年も、与謝野町の３
中学校の生徒たちが、カ
ウンター業務のほか、雑
誌や新聞の整理などにも
取り組みました。
　利用者の方におすすめ
する本を１人 10 冊ずつ
選んだ展示コーナーを本
館にて設置していますの
で、ぜひ中学生のおすす
めをご覧ください。中学生がおすすめする本

ても興奮しました。なぜなら、京都は日本の伝
統文化の中心であり、中でも私は日本の「着物」
が大好きだからです。
 私が最初に「着物」に興味を持ったのは、今

から３年前の大学時代、日本の大学に留学した
ときでした。ある日、私は日本人の友達から浴
衣の着付けを教わり夏祭りに行きました。会場
に着くと見慣れない服を着た人の海が見え、私
は驚きました。この場所では普段見慣れたスー
ツ、ジーンズ、Ｔシャツ、スニーカーは浴衣、
甚平、法被、下駄にとって代わりました。この

１年の内、さまざまな機会で「着物」が着られています。
このように民族衣装を現代的にリメイクして日常的に着て
いる国は珍しいです。日本は現代社会における民族衣装の
立場を守っていて素晴らしいと思います。
 先日、私は「2013 丹後きものまつり in 天橋立」に振

袖を着て参加しました。もしかしたら皆さんと出会ってい
たかもしれませんね！　　　　　

皆 さんはじめまして。ケンドラ・マクダフィです。
今年の７月にアメリカのニューヨークから日本に

来ました。先日帰国されたアレクサンドラ先生の後任とし
て加悦中学校で働いています。よろしくお願いします。
 私はこれまでに２度、日本を訪れたことがありますが、

今回ＡＬＴとして京都府の市町に配属が決まったときはと

日本の「着物」が大好きです

光景は私に衝撃を与えました。
 日本とは異なり、建国からの歴史が浅く移民中心の国で

あるアメリカには、国を代表する民族衣装と呼べるものが
ありません。アロハシャツやウエスタンブーツ、ブルージー
ンズはアメリカを象徴するものですが、民族衣装であるか
といえば少し違うと思います。アメリカ先住民族は固有の
民族衣装を持っていますが、多数派である移民たちはさま

ざまな国から自分たちの民族衣装を持ち込みました。その
ため、アメリカの民族衣装は多種多様で人種、民族による
地域差が大きいです。
 一方、日本には「和服」と呼ばれる種類の日本を代表す

る民族衣装があり、中でも「着物」は日本を象徴する服装
として世界的に良く知られています。

 日本の「着物」は単なる民族衣装ではなく芸
術作品だと思います。なぜなら、伝統的製法を
守りつつ現代のデザインを取り入れ発展し続け
ていること、そして何よりとても美しいからです。
  「着物」の着付けも芸術的です。色の組み合わ

せと、季節、着ていく場所も考えて着付けなけ
ればなりません。私も日本に来てから「着物着
付け教室」に通っていますが、とても難しいです。
　現代では伝統的な服装は高価であるため、安
価で着やすい洋服に取って代わられています。
 しかし、日本では先ほどの「祭り」のように

公民館訪問 ［ 第 22 回　加悦公民館］	 地区公民館活動

加
悦
地
区
公
民
館
の
公
民

館
活
動
は
、
歴
代
の
役

員
の
提
案
で
始
ま
り
、
長
年
続
い

て
い
る
事
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ゆ
と
り
」
の
発
行

（
年
６
回
発
行
）

 

公
民
館
の
事
業
案
内
・
区
民

の
文
筆
活
動
発
表
等
（
10
月
で

１
３
８
号
で
す
）

加
悦
区
夏
祭
り
・
盆
踊
大
会

  
元
は
一
地
区
の
親
睦
会
が
盆
踊

り
を
復
活
。
そ
の
後
加
悦
区
へ
移

行
。
今
年
で
12
回
目
。

 

近
年
は
有
志
か
ら
の
寄
付
金

で
、
打
ち
上
げ
花
火
も
。

地
区
外
研
修
（
一
日
遠
足
）

  

９
月
に
福
井
市
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
を
探
訪
し
ま
し
た
。

  

戦
国
時
代
、
兵
庫
県

養
父
出
身
の
朝
倉
氏
が

こ
の
谷
を
拠
点
に
、
越

前
を
支
配
し
て
い
た

約
３
㎞
の
谷
間
で
す
。

１
５
７
３
年
に
織
田
信

長
と
の
戦
で
敗
れ
、
そ

の
す
べ
て
が
焦
土
と
な

り
ま
し
た
。

  

そ
の
遺
跡
が
４
０
０

年
以
上
も
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
田
畑
に
埋
も
れ

残
さ
れ
て
お
り
、
火
山

の
噴
火
で
埋
没
し
た
イ

タ
リ
ア
の
古
代
都
市

「
ポ
ン
ペ
イ
」
に
な
ぞ

ら
え
て
「
日
本
の
ポ
ン

ペ
イ
」
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

 

そ
の
遺
跡
を
探
訪
、

勉
強
し
ま
し
た
。

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
を
訪
れ
る
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まちの 話題 お届けします

●第１回ライフ親子グラウンド・ゴルフ大会ＩＮよさの

目指せホールインワン！
　9月 28日、第1回ライフ親子グラウンド・ゴルフ大会
が、阿蘇シーサイドパークグラウンド・ゴルフ場で開催さ
れ、町内の小学校から59組が参加しました。
　合併と同時に与謝野町青少年育成会が誕生して７年が経
ち、この間子ども会等の活動は、各地域・支部ごとに行わ
れてきました。そこで今年度新しい取り組みとして、町内
全域から３年生以上の児童と保護者が一堂に集まり、グラ
ウンド・ゴルフをとおして親子のふれあい、校区を越えて
の交流を深めること、そして与謝野町は一つという一体感
を醸成することをねらって本大会が計画されました。
　参加者は秋晴れのもと、天橋立を望む素晴らしい会場で、
元気いっぱいグラウンド・ゴルフを楽しみました。

● KTR 野田川駅チューリップ球根植栽

１つ１つていねいに植えました
　10月 17日、KTR野田川駅で山田保育所の園児たち38
人が駅ホーム内の花壇にチューリップの球根を植えました。
　駅の美化を目的に KTRの呼びかけで行われたこの催
し。園児たちはKTR職員から植え方の説明を聞いた後、
赤、黄、白、ピンクと色ごとに分けられた球根を受け取っ
て、花壇に一列に並んでていねいに球根を植えました。
  植栽後、自分の名前や花のイラストを描いて花壇に立
てた園児。「咲いたら見に来る！」と笑顔を見せてくれ
ました。最後にマグネットやボールペンなどのKTRグッ
ズを受け取り「ありがとう」と元気にお礼を言って大満
足といった様子でした。
  園児たちの植えたチューリップは来年４月ごろ見頃を
迎えます。

●与謝野町敬老会

4,491 人の長寿をお祝いしました
　10月 3日に岩滝ふれあいセンター、4日には野田川わー
くぱる、5日は加悦小学校体育館を会場に「与謝野町敬老
会」が開催され、町内在住の高齢者の健康と長寿を祝いま
した。今年は4,491人の対象者でした。
　当日は米寿の記念品などが対象者に贈られたほか、保育
所（園）・幼稚園児のステージ発表や、小学生による演奏・
作文発表などが行われました。
　また、加悦会場では小

こ
牧
まき
國
くに
夫
お
さん（与謝）による大道芸

が披露され、会場からは歓声や笑いが起こり、参加者を楽
しませていました。

上/お祝いの品を受け取る井
いの
上
うえ
勉
つとむ
さん（金屋）

右 /小牧さんによる皿回し

● 2013 ちりめん街道まるごとミュージアム

鮮やかな着物でまち華やかに
　国の重要伝統的建造物群保存地区に指定されているちりめん街
道一帯をミュージアムに見立てた「2013ちりめん街道まるごと
ミュージアム」が10月 13日に開催されました。
　ちりめん街道市、クラシックカーの展示、大道芸、終盤には着
物クイーンも登場する丹後ちりめん着物ショー、着物パレードが
イベントを盛り上げました。
　当日は天候にも恵まれ、着物姿の人も多く来場し着物姿で満喫
しながら、会場をにぎわしていました。
　また、さまざまな催しが行われたことによりちりめん街道一帯
は普段と違った街並みを見せました。

ま
ち
が
華
や
い
だ
着
物
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る

左・上／集中してホール

ポストを狙う参加者たち

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
て
い
ね
い
に

植
え
る
園
児
た
ち

●与謝野町地域安全パレード

地域の安全を呼びかけました
　「与謝野町地域安全パレード」（与謝野町防犯推進協議会
主催）が全国安全運動週間（10月 11日～ 20日）の最終
日に野田川地域（野田川庁舎前）で行われました。
　宮津警察署長から、地域の安全、防犯について呼びかけ
があり、犯罪のない明るいまちづくりへの意識を高めまし
た。
　あいにくの雨となり、予定されていたパレード、児童を
対象とした乗馬体験会は中止となりましたが、京都府警音
楽隊による迫力のある演奏、また、演奏にあわせカラーガー
ド隊による元気ある演技が披露され、来場者を楽しませて
いました。

音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
る

●第 26 回大内峠紅葉まつり

一足早い紅葉狩りを満喫
　天橋立を横一文字に見渡せる絶景地、大内峠一字観公
園を会場に 10月 20日、「第 26回大内峠紅葉まつり」
が開催されました。
　雨の中の開催となり、小学生以下の子どもを対象とし
た宝さがしは中止となりましたが、カラオケ大会、ボケ
封じ祈祷、俳句展、各種バザー、餅つき、手打ちそばコー
ナーなどさまざまな催しが行われ、会場を盛り上げてい
ました。
　訪れた人たちは、一足早い紅葉狩りや、一字観公園か
らの絶景を眺めながら各催しを楽しみました。
　大内峠では11月半ばに紅葉が見頃を迎えます。

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽
し
む
来
場
者
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●秋の収穫祭

稲刈り体験をしました！
　野田川わーくぱるとその周辺の田んぼを会場に、野田
川地域の農家グループ「ビッグファーマー野田川」によ
る「お米の収穫祭」が10月 6日に行われました。同グ
ループのお米の消費者である京阪神地域の親子連れなど、
112人の参加者でにぎわいました。
　今年の春に自分たちが手作業で植えたものということ
もあり、子どもたちは鎌を使ってていねいに一生懸命刈
り取りました。
　稲刈りのあとは、餅つきを体験。つきたての餅やぜん
ざいを味わい、参加者は秋の実りを満喫しました。

鎌
を
使
っ
て
て
い
ね
い
に
刈
り
取
り
ま
し
た

●スポーツフェスタよさの 2013

ニュースポーツを楽しむ
　スポーツの楽しさを広め、スポーツ交流の輪を
広げることを目的に「スポーツフェスタよさの
2013」が 10月 14日、市場小学校グラウンド・
同体育館で行われました。
　午前中は、「ストラックアウト」や「ペタビンゴ」
「スカイクロス」など、年齢や体力に関係なく楽
しめる７種目のニュースポーツが実施され、午後
からは、「卓球バレー」や「ニュースポーツ体験会」
などのミニ大会が行われ、参加者は汗ばむ陽気の
なか、ニュースポーツに苦戦しながらも１日中楽
しんでいました。

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
に
取
り
組
む
参
加
者



DV
ストップ!!

11 月 12 日から 25 日は
「女性に対する暴力をなくす運動」

期間です

誤
　
解
と
思
い
込
み
が
さ
ら
に
被
害
者
を
苦
し
め
ま
す

　
職
場
な
ど
家
庭
の
外
で
は
、
ご

く
普
通
の
人
当
た
り
の
よ
い
、
や

さ
し
そ
う
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
人

が
、
家
庭
内
で
は
暴
力
を
ふ
る
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。
　

　
そ
の
た
め
、
被
害
を
訴
え
て
も
、

周
囲
の
人
に
信
じ
て
も
ら
え
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

被
害
者
に
も
問
題
が

あ
る
？

　
暴
力
を
ふ
る
っ
た
人
は
、
し
ば

し
ば
「
お
前
の
せ
い
だ
」
と
言
っ

て
暴
力
の
理
由
を
相
手
の
せ
い
に

し
ま
す
。

　
周
囲
の
人
や
本
人
さ
え
も
「
あ

ん
な
こ
と
を
言
っ
た
か
ら
」
な
ど

と
被
害
者
の
落
ち
度
の
よ
う
に
と

ら
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て
も
暴
力
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
別
れ
な
い
の
？

逃
げ
な
い
の
？

　
「
逃
げ
れ
ば
、
も
っ
と
ひ
ど
い

こ
と
を
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
恐
怖
、
経
済
的
な
不
安
、

ど
ん
な
親
で
も
子
ど
も
に
は
必
要

と
い
う
思
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

気
持
ち
で
逃
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
加
害
者
が
暴
力
の
あ
と
一
転
し

て
や
さ
し
く
ふ
る
ま
う
こ
と
も
、

被
害
者
に
「
い
つ
か
変
わ
る
の
で

は
」
と
い
う
期
待
を
抱い

だ
か
せ
、
被

害
を
長
引
か
せ
る
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

暴
力
を
ふ
る
う
の
は
、

特
別
な
人
？

　
Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
は
、
だ
れ
に
対

し
て
も
暴
力
的
で
あ
っ
た
り
粗
野

に
ふ
る
ま
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

「機嫌を損ねないよう、いつも気をつかっ
て生活しています…」

「頻繁に電話やメールがきて、すぐに出な
いと怒るから、ケータイは離せません…」

「生活が大変なのに、私が働くのを許して
くれません…」

あなたのからだや心は

傷つけられていませんか？
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こ
と
は
、
被
害
女
性
を
さ
ら
に

傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
が
ま
ん
が
足
り
な
い
、
離
婚
し

た
ら
子
ど
も
が
不
幸
に
な
る
な

ど
、
一
方
的
な
見
方
を
押
し
つ

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
か
ら
か
っ
た
り
、
冗
談
で
ご
ま

か
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

気
を
つ
け
た
い
言
葉
が
け

　
被
害
者
は
対
応
者
の
心
な
い
言

動
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
傷
つ
き
ま

す
。
次
の
よ
う
な
言
葉
が
け
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

男 女 共 同 参 画

シリーズ 66

ひとりで悩まずにまずはご相談ください

京都府家庭支援総合センター（ＤＶ専用）　　　　☎ 075-531-9910
京都府北部家庭支援センター（ＤＶ専用）	 　☎ 0773-22-9911
京都府警察総合相談室（レディース 110 番）	 　☎ 075-414-0110
宮津警察署相談室　　　　　　　　　　　　　　☎ 0772-25-0110
京都府男女共同参画センターらら京都　　　　　☎ 075-692-3437
与謝野町役場福祉課　　　　　　　　　　　　　☎ 0772-43-1513
よさの虐待ほっとライン

（与謝野町 DV・虐待防止センター専用電話）        ☎ 0772-43-1516
ＤＶ相談ナビ　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0570-0-55210

※フェミニストカウンセラーによる女性相談もご利用ください。
　次回開催：平成 25 年 12 月 17 日（火）午後１時～　　問 企画財政課 ☎ 46-3084

あ相
談
に
乗
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

●
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
　

●
被
害
女
性
に
「
あ
な
た
は
決
し

て
悪
く
な
い
、
自
分
を
責
め
な

い
で
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
ま
ず
、
女
性
と
子
ど
も
の
安
全

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
　

●
で
き
る
な
ら
病
院
や
警
察
に

行
く
と
き
に
付
き
添
っ
て
く
だ

さ
い
。
　

●
専
門
の
相
談
機
関
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
　

●
あ
な
た
も
悪
い
と
非
難
す
る

な
た
が
暴
力
を
受
け
た
女
性
か
ら
相
談
さ
れ
た
な
ら

　家庭内（夫婦、親子、結婚、離婚、扶養、
子育て、パートナー（夫・恋人）からの
暴力など）の問題、職場内（セクシュア
ル・ハラスメント）の問題、人間関係（近
所同士・友人同士）の問題など、女性が
抱えるさまざまなしんどさや悩みを、女
性の相談員がお聞きし、一緒に考えて問
題解決のお手伝いをします。
　秘密は厳守しますので、安心してご相
談ください。
■相 談 日　12月 17日（火）
　　　　　　午後１時～４時
■相談方法　１人50分程度、要予約
　　　　　　（定員３名）
■相 談 員　フェミニストカウンセラー
■場 所　知遊館　
■予約・問い合せ先
企画財政課（☎ 46-3084）
当日申し込みもできます

女性相談のご案内

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときはご相談ください

相談料は
無料です

殴
る
こ
と
だ
け
が
暴
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●
経
済
的
暴
力

　
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
仕
事
を
　

　
さ
せ
な
い
、
お
金
を
取
り
上
げ
る

●
性
的
暴
力

　
性
的
行
為
を
強
要
す
る
、
避
妊

　
に
協
力
し
な
い
、
無
理
や
り
ポ

　
ル
ノ
ビ
デ
オ
や
雑
誌
を
見
せ
る

●
子
ど
も
を
利
用
し
た
暴
力

　
子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
ふ
る
う
、

　
子
ど
も
に
危
害
を
加
え
る
と
　

　
言
っ
て
お
ど
す

●
身
体
的
暴
力

　
な
ぐ
る
、
け
る
、
首
を
し
め
る
、

　
物
を
投
げ
つ
け
る
、
や
け
ど
を

　
負
わ
す

●
精
神
的
暴
力

　
大
声
で
ど
な
る
、
無
視
す
る
、

　
お
ど
す
、
大
切
に
し
て
い
る
も

　
の
を
壊
す

●
社
会
的
暴
力

　
電
話
や
メ
ー
ル
、
交
友
関
係
を

　
監
視
す
る
。
外
出
を
制
限
す
る

「
あ
な
た
の
ほ
う
に
も

悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

せ
い
じ
ゃ
な
い
の
？
」

被
害
者
に
は
、
暴
力
の
責
任
は

あ
り
ま
せ
ん
。
責
め
ら
れ
る
べ

き
は
加
害
者
で
す
の
で
、
被
害

者
を
非
難
す
る
よ
う
な
言
動
を

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
夫
婦
の
こ
と
だ
か
ら
、

も
う
１
回
、
家
に
戻
っ
て

話
し
合
っ
て
み
て
は
？
」

被
害
者
が
望
ん
で
い
な
い
の
に
、

「
加
害
者
の
と
こ
ろ
に
戻
る
」

こ
と
や「
加
害
者
と
話
し
合
う
」

こ
と
を
す
す
め
な
い
で
く
だ
さ

い
。
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

「
愛
情
が
あ
っ
て

や
っ
て
い
る
こ
と
よ
」

愛
情
と
は
、
相
手
を
大
切
に
し

て
、
傷
つ
け
な
い
こ
と
で
す
。

暴
力
は
愛
情
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
か
っ
と
な
っ
た
ら
、

げ
ん
こ
つ
の
１
個
ぐ
ら
い

出
て
く
る
の
は
当
た
り
前

じ
ゃ
な
い
の
？
」

暴
力
を
肯
定
す
る
人
に
は
安
心

し
て
相
談
で
き
ま
せ
ん
。
暴
力

を
肯
定
す
る
発
言
は
禁
句
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
対
し
て
は
、
今
で
も
「
た
だ
の
夫
婦
げ
ん
か
」「
た

い
し
た
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
誤
解
や
思
い
込
み
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
が
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
を
さ
ら
に
傷
つ
け
た
り
、

解
決
を
む
ず
か
し
く
し
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
は

女
性
で
す

　
Ｄ
Ｖ
は
、
お
互
い
が
対
等
な
立

場
で
起
こ
る
「
夫
婦
げ
ん
か
」
と

は
異
な
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
は
、
一
方
的
な
暴
力
に

よ
っ
て
相
手
を
支
配
し
よ
う
と
す

る
行
為
で
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を

も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　「
男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り
も

上
」「
妻
は
夫
に
従
う
べ
き
」
と

い
っ
た
意
識
が
残
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
男
性
の
方
が
体
力
的
、

経
済
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者

は
圧
倒
的
多
数
が
女
性
で
す
。
　

Ｄ
Ｖ
と
夫
婦
げ
ん
か

は
ち
が
い
ま
す

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
は
？

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
Ｄ
Ｖ
）
と
は
、
配
偶
者
や

恋
人
な
ど
、
親
し
い
間
柄
に
あ
る
（
あ
っ
た
）
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
振
る
わ

れ
る
暴
力
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
な
ぐ
る
・
け
る
と
い
っ
た
身
体
的
な

暴
力
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
な
暴
力
も
Ｄ
Ｖ
に
含
ま
れ
ま
す
。



　
江
山
文
庫
俳
句
大
賞
の
歴
史

と
伝
統
を
継
承
し
、
国
民
文
化

祭
「
与
謝
蕪
村
顕
彰 

俳
句
大

会
」の
成
果
の
発
展
を
目
指
し
、

第
２
回
「
与
謝
蕪
村
顕
彰 

与

謝
野
町
俳
句
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
を
い
た
だ
く
与

謝
蕪
村
ゆ
か
り
の
俳
句
の
町
と

し
て
、
丹
後
を
訪
れ
た
文
人
た

ち
が
培
っ
て
き
た
俳
句
文
化
の

振
興
と
蕪
村
の
顕
彰
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

事
前
投
句
は
、
８
月
19
日

(

ハ
イ
ク
の
日)

を
応
募
締
切

日
と
し
、
２
種
類
の
事
前
投
句

を
設
け
、自
由
題
３
句
の
ほ
か
、

俳
句
の
背
景
や
舞
台
な
ど
を
書

き
添
え
た
「
前ま

え
が
き書

」
も
含
め
て

選
考
す
る
前
書
俳
句
１
句
を
募

集
し
ま
し
た
。

  

全
国
各
地
の
９
８
６
人
の
方

か
ら
の
投
句
が
あ
り
、
自
由
題

は
２
９
３
９
句
、
前
書
俳
句
は

７
８
８
句
と
多
く
の
応
募
を
い

お
願
い
し
て
、
俳
句
教
室
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

俳
句
作
り
を
と
お
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の「
発
見
す
る
目
」「
感

動
す
る
心
」「
創
造
す
る
力
」

が
育
く
ま
れ
、
感
受
性
や
言
葉

の
世
界
が
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

   

当
日
投
句
は
、
自
由
題
１
人

１
句(

投
句
料
は
無
料)

で
、

当
日
参
加
の
方
に
ご
応
募
い
た

だ
け
ま
す
。
投
句
用
紙
は
受
付

で
お
渡
し
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。(

当
日
投

句
応
募
受
付
は
、
午
前
10
時
30

分
ま
で
で
す)

　

午
前
の
事
前
投
句
表
彰
は
、

自
由
題
俳
句
、前
書
俳
句
と「
平

成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」
の

３
つ
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
食
休
憩
時
に
は
、

当
日
投
句
の
互
選
を
行
い
ま
す

の
で
、
当
日
投
句
者
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。(

互

選
の
受
付
締
切
は
13
時
10
分
ま

で
と
し
て
い
ま
す)

　

午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
対
談
・
わ
た
し
の
蕪
村
」
で

は
、
前
書
俳
句
選
者
の
茨
木
和

生
氏
、
大
石
悦
子
氏
の
お
２
人

に
ご
出
演
い
た
だ
き
、
蕪
村
俳

句
に
つ
い
て
対
談
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

昼
食
会
場
は
設
け
ま
す
が
、

お
弁
当
等
の
販
売
や
斡
旋
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
与
謝
野
町
俳
句
大
会

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
等

は
、
江
山
文
庫
（
☎
４
３
・
２

１
８
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３
・
２
１

７
１
、
月
曜
日
休
館
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
を
対
象
に
、
自
由
題
１
句

の
事
前
投
句
を
募
集
し
た
「
平

成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」
に

は
、
１
１
０
５
句
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校

で
は
、
今
年
も
引
き
続
い
て
町

内
外
の
俳
句
愛
好
家
を
講
師
に

　 民 生 児 童 委 員 だ よ り民生委員･児童委員は
身近な相談相手です

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委員だより
をとおして民生委員・児童委員の活動を紹介します。全
体と各支部の活動をお知らせします。

　
加
悦
支
部
長

　
　
　
小お

倉ぐ
ら　

敏と
し
一か
ず

　
6
年
前
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
か
ら
現

在
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
当
初
は
私
の
担
当
地
区
は

人
口
の
約
３
分
の
１
は
65
歳
以

害
弱
者
へ
の
支
援
・
避
難
体
制

の
確
立
に
向
け
て
、
隣
近
所
・

区
・
行
政
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

岩
滝
支
部
長

　
　
　
四し

宮み
や　
功い
さ
雄お

　
９
月
の
台
風
18
号
が
通
過
し

た
数
日
後
、
所
用
の
た
め
福
知

山
市
大
江
町
を
通
り
ま
し
た
。

道
路
の
端
に
は
畳
や
家
具
類
が

泥
を
か
ぶ
っ
た
状
態
で
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見

た
と
お
り
の
悲
惨
さ
で
平
成
16

年
の
台
風
23
号
を
思
い
出
し
、

改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、
万
が
一
、
当
町
で

起
き
た
ら
と
思
い
ま
す
と
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

上
の
高
齢
者
で
し
た
が
、
元
気

な
方
が
多
く
ま
た
高
齢
者
の
ひ

と
り
暮
ら
し
も
少
な
く
、支
援・

相
談
件
数
も
ほ
と
ん
ど
無
い
状

況
で
し
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
も
多
く
な

り
、
こ
ち
ら
か
ら
の
見
守
り
や

訪
問
等
で
出
向
く
機
会
が
少
し

野
田
川
支
部
長　

　
　
　
松ま
つ
尾お　
豊と
よ
子こ

　
退
任
に
当
た
り
一
言
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

諸
先
輩
を
始
め
、
町
民
の

方
々
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご

指
導
を
賜
り
、
４
期
12
年
の
間
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

活
動
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
間
、
民
生
委
員
活
動
方

針
を
基
本
と
し
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
等
へ
の
支
援
活
動
が
、

平
等
に
行
え
る
よ
う
、
心
が
け

て
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
日
々
の
研
さ
ん
に
励
み
、
訪

問
活
動
の
際
に
は
、「
民
生
委

員
さ
ん
に
元
気
を
も
ら
っ
た

よ
」「
い
つ
も
心
が
け
て
も
ら
っ

て
、
嬉
し
い
よ
」
と
か
け
て
い

た
だ
お
声
が
、
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
や
支
援
活
動
の
励
み

と
な
っ
て
今
日
に
至
り
、
任
期

満
了
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と

に
大
変
嬉
し
く
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。

　
長
い
間
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
々
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ず
つ
増
え
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
方
々
と

の
世
間
話
の
中
で
は
、

い
ろ
い
ろ
と
気
づ
か

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　
一
方
、
加
悦
支
部
の

活
動
で
は
、
今
期
取
り

組
ん
で
き
た
事
業
や
子

育
て
サ
ロ
ン
な
ど
委
員

自
身
が
事
前
準
備
も
含

め
、
本
当
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
き
た
お
か
げ

で
成
功
裏
に
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
時
の
充
実
感
あ
ふ
れ

る
体
験
は
、
今
振
り
か

え
っ
て
見
る
と
懐
か
し

い
１
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
一
町
民
と
し
て
何
が
で
き

る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
協
議
会
で
は
「
災
害
時
一

人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
を
展

開
し
た
り
、
町
で
は
避
難
行
動

要
支
援
者
登
録
制
度
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

十
分
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
や
っ
て
く
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
災

各
支
部
の
支
部
長
に
今
期
（
任
期
11
月
）

の
活
動
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

　　　  大会当日の日程
９：00　受付 ( 当日投句受付開始 )
10：30   開会 ( 当日投句受付締切 )
　　　　 事前投句表彰
　　　　 事前投句講評 ( 宇

う だ き よ こ
多喜代子氏ほか )

12：00　昼食・当日投句の互選
13：10　互選受付締切
13：20　アトラクション
　　　　　　「対談・わたしの蕪村」
　　　　　　　( 茨

いばらき
木和

かず お
生氏・大

おおいし
石悦
えつ
子
こ
氏 )

14：40　当日投句表彰
　　　　 当日投句講評 ( 宇多喜代子氏ほか )
15：30　閉会

俳句の里「与謝野」 ■
第
２
回　
与
謝
蕪
村
顕
彰　
与
謝
野
町
俳
句
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
８
日
に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

知
遊
館
で
開
催
し
ま
す
！

昨
年
の
俳
句
大
会
で
行
わ
れ
た
対
談
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全
体
で
の
研
修
を
す
る
皆
さ
ん

加悦支部での子育てサロンの様子



ぎゃらりぃ知遊館
展示のお知らせ

パネルで見る
丹後大震災

丹後震災記録写真パネ
ルを展示します。
日時  11/23( 土）～　
　　  12/8（日） 　　
　  　９時～17時
　　  月曜休館
会場  知遊館展示室
　知遊館（☎ 46-2451）問

入場料
無料

まちのうごき
平成 25年 9月末現在

人　口	23,689 人（－20）
　男　	11,237 人（ー 9）
　女　	12,452 人（－11）
世帯数	 9,144 戸（－ 4）

※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）
岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）
野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）
加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

               野田川衛生プラントの汲取り申し込みを
                    電子メールにてご利用の皆様へ
　
　衛生プラント宛てのメールアドレスが下記のとおり変更となります。

【旧アドレス】ｎｓｐ @ ｃｒｏｎｏｓ . ｏｃｎ . ｎｅ . ｊｐ 
【新アドレス】ｅｉｓｅｉｐｌａｎｔ @ ｔｏｗｎ . ｙｏｓａｎｏ . ｌｇ . ｊｐ 
　本衛生プラントへのメールアドレスを速やかに変更していただき、次回以降、
この新アドレスで申し込みをいただきますようお願いいたします。

問 企画財政課 ☎ 46-3084

宝くじの助成金で整備しました
公民館備品整備

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

発
展
を
目
的
に
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
自
治
宝
く

じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
受

け
、
下
山
田
区
に
祭
事
用
備
品

（
写
真
上
）
と
集
会
用
テ
ン
ト

（
写
真
下
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
皆
さ

ん
が
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
を
財

源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

国民健康保険税　第 6 期
介 護 保 険 料　第 6 期

今月の納期
12/2（月）まで

野田川庁舎（税務課）
いずれも午後８時まで
※納付書をご持参ください

夜間納税窓口
11/28（木）・

29（金）・12 /2（月）

滞 納 税
相 談 窓 口
※納期を過ぎた町税

の納付相談窓口

京都地方税機構 
丹後地方事務所
京丹後市役所大宮庁舎 3 階　
☎ 0772-68-1041

問 商工観光課 ☎ 46-3269

晶子の生誕地で「与謝野自慢」を開催！
与謝野自慢

特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
！

  

道
の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち

か
や
と
観
光
協
会
、
町
の

共
催
に
よ
り
、
10
月
19
日

と
20
日
の
２
日
間
、
観
光

Ｐ
Ｒ
・
特
産
品
販
売
イ
ベ

ン
ト
「
与
謝
野
自
慢
」
を

堺
市
で
開
催
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
事
業
は
、
観
光
Ｐ

Ｒ
と
優
良
産
品
・
農
産
物

の
販
路
開
拓
を
目
的
に
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

与
謝
野
晶
子
の
生
誕
地
で

あ
る
堺
市
山
之
口
商
店
街

で
の
開
催
は
今
年
で
５
回

目
。「
第
40
回
堺
ま
つ
り
」

の
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
同

商
店
街
内
の
空
き
店
舗
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
今
年
は

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、9 月 16 日から 10 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

人権に関することはお気軽にご相談ください
人権擁護委員 問 住民環境課 ☎ 44-2083

問 総務課 ☎ 46-3003

交通安全に取り組んでいます
与謝野町交通安全対策委員会

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
実
施

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
中
（
９
月
21
日
～
30

日
）
に
、
交
通
安
全
対
策
委

員
、
町
職
員
が
街
頭
で
、
交

通
安
全
啓
発
を
実
施
し
ま
し

た
。
小
・
中
学
校
の
通
学
路

や
、
各
庁
舎
前
な
ど
の
街
頭

に
立
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
や
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、防
災
行
政
無
線・

与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ
な

ど
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

調査後の協議

交通安全立ち番の様子

交
通
安
全
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

交
通
安
全
対
策
委
員
会

は
、
９
月
27
日
に
平
成
25
年

度
の
交
通
安
全
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
区
、

保
育
所
（
園
）、
幼
稚
園
お

よ
び
各
小
中
学
校
か
ら
要

望
の
あ
っ
た
交
通
安
全
に

関
す
る
要
望
箇
所
の
中
か

ら
、
町
が
宮
津
警
察
署
、
丹

後
土
木
事
務
所
と
調
整
が

必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

　

町
内
４
ヵ
所
の
現
地
調

査
を
行
っ
た
後
、
そ
の
交
通

安
全
対
策
の
具
体
案
に
つ

い
て
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
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山口薫さん

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

　
10
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
に
山や

ま

口ぐ
ち

薫か
お
るさ

ん
（
温
江
）

が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域

で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵

害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、

人
権
を
擁
護
し
て
い
く
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

　
任
期
は
3
年
で
、
与
謝
野
町
で

は
次
の
委
員
の
方
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
じ
め
、
差
別
、
セ
ク

ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
そ
の
他
人
権
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
お
近
く
の
人
権

擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
京
都
地
方
法
務
局
宮

津
支
局
で
は
、
毎
月
第
2
・
第

4
火
曜
日
に
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
人
権
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

京
都
地
方
法
務
局
宮
津
支
局

☎
２
２
・
２
５
６
１

与
謝
野
町　
　

人
権
擁
護
委
員

【
加　
悦
】

明あ
か
石し　
芙ふ

佐さ

子こ　
　
　
（
後
野
）

山や
ま
口ぐ
ち　
薫か
お
る　
　
　
　
　
（
温
江
）

塩し
お

野の　
正ま
さ

人と　
　
　
　
（
金
屋
）

吉よ
し
田だ　
均ひ
と
し　
　
　
　
　
（
明
石
）

【
野
田
川
】

増ま
す
田だ　
明あ
け
美み　
　
　
（
三
河
内
）

足あ

立だ
ち　
英え
い

子こ　
　
　
（
上
山
田
）

瀬せ

堂ど
う　

久ひ
さ
雄お　
　
　
　
（
石
川
）

山や
ま

﨑ざ
き　

信の
ぶ

之ゆ
き　

　
　
（
下
山
田
）

【
岩　
滝
】

廣ひ
ろ
野の　
美み

知ち

子こ　
　
　
（
弓
木
）

上じ
ょ
う
に
し
西　
義よ
し
仁ひ
と　
　
　
　
（
東
町
）

植う
え

松ま
つ　

伸し
ん

八ぱ
ち　

　
　
　
（
弓
木
）

（
11
月
1
日
現
在
、
順
不
同
、
敬
称
略
）

「
堺
ま
つ
り
」
内
イ
ベ
ン

ト
に
も
会
場
を
設
け
、
与

謝
野
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。 

  

２
日
間
と
も
あ
い
に
く

の
天
候
で
し
た
が
、
５
回

目
と
い
う
こ
と
で
堺
市
民

の
方
に
も
定
着
し
つ
つ
あ

り
、
店
先
の
与
謝
野
町
産

の
新
鮮
野
菜
コ
ー
ナ
ー
や

「
京
の
豆
っ
こ
米
」
の
新
米

お
に
ぎ
り
に
は
人
だ
か
り

が
で
き
、
店
内
の
優
良
産

品
コ
ー
ナ
ー
も
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

交流を深める太田町

長と竹山堺市長

10 月 1 日および 9 月 30 日付けの町職員　
人事異動をお知らせします（括弧内は前所属）。

● 10 月 1 日付人事異動
【福祉課】
主    事　安達　希美（福祉課主事補）

【建設課】
技    師　大江　勇人（建設課技師補）

【保健課】
保 健 師　梅田　春菜（保健課主事補）

【野田川地域振興課】
主　 事　田中　皓詞（野田川地域振興課主事補）

【住民環境課】
主　 事　小牧　祥子（住民環境課主事補）

【企画財政課】
主    事　細見　将吾（企画財政課主事補）

【岩屋保育所】
保 育 士　吉岡まなみ（岩屋保育所主事補）
【与謝保育園】
保 育 士　上野　耕平（与謝保育園主事補）
【加悦保育園】
保 育 士　岩根   玲佳（加悦保育園主事補）

【住民環境課】
主　 事　蘓理   勝春 (住民環境課主事補）
● 9 月 30 日付退職
【国民健康保険診療所】
主 事 補　佐金　郁夫

職員人事異動
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１／ 6 連覇のゴールテープを切る市場Ａチーム　２／中継地点を目前にラス
トスパート！　３／見事区間賞を取った加悦Ａチームの選手　４／接戦のタ
スキリレー　５／うまくタスキリレーをした桑飼チーム　６／颯爽と走って
行く選手　７／岩屋チームのタスキリレー　８／両手を広げて笑顔でゴール
する石川チームの選手　９／力走を見せた岩滝チームの選手

市場チームが大会 6 連覇！
　圧倒的な強さで 6 連覇を果たした市場チーム。今年の
レースでは４区で早くもトップに立つと、そのまま順位を
譲らず、ゴールしました。２位以下のチームを大きく引き
離し、素晴らしい走りを見せました。　
　２位には加悦 A チーム、３位には岩滝チームが輝きま
した。

記録の詳細は、
町体育協会（☎
46-6006）まで。

●チーム順位
優勝  市場Ａ 
２位  加悦Ａ
３位  岩　滝
４位  山　田
５位  与　謝
６位  三河内
７位  桑　飼
８位  石　川
９位  岩　屋
オープン  市場Ｂ
オープン  加悦Ｂ

●区間賞（敬称略）
１区  小牧波亜斗（桑飼）
２区  蘓理　勝春（市場Ａ）
３区  山本　泰典（加悦Ａ）
４区  山𥔎　夢乃（市場Ａ）
５区 小山　仁士（市場Ａ）　　
６区  松尾　哲裕（石川）
７区  佐々木和代（桑飼）
８区  根元　大成（桑飼）
９区  薮内　英生（岩屋）
10区  白數　正文（山田）
　　　　吉田　雅広（市場Ａ）
11区  大畠　敬就（市場Ａ）
12区  安見　一徳（山田）
13区  安田　菜那（三河内）
14区  和田　直也（与謝）
 　　　  高橋   日向 （市場Ａ）  
15区  小西　裕哉（三河内）
16区  安達　厚徳（三河内）

１

３

PHOTO
TOPICS

第 6 回
与謝野町駅伝競走大会

沿道の声援を背に、
176 人のランナーが
与謝野路を駆け抜ける。

今年で 6回目となった与謝野町駅伝競
走大会。10 月 6 日、石川小学校をスター

ト、岩滝体育館前をゴールとする町内周回コー
ス総距離 26. ８㎞、16 区間で行われました。
　今年は町内の全小学校区から 11 チーム（市
場・加悦・は各２チーム）が参加。沿道の声援
を背に受けながら、総勢 176 人のランナーは、
日々の練習の成果を発揮し、懸命にたすきをつ
なぎ、ゴールを目指しました。

４

７

５

６連覇を果たし、笑顔の市場チームの皆さん

一斉にスタートする 1 区の選手

新

新

２

６ ８ ９


